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平成１７年度 第４回定例理事会 速報録 

 

 

日 時  平成１８年３月２５日（土）午後１２時３０分～２時３０分 

場 所  丸の内ビルディング ７階ホール 

出席者  46 名＋委任状 10 通（定数 61 名）、顧問・参与等 13 名 

 

 

〔承認事項〕 

 

１．会員の入退会について 

岡山県の倉敷広済病院（医療法人）の入会 1 件のほか、退会 6 件、賛助会

員の入会 1 件、退会 6 件について報告され、計、正会員数は 2,688 病院（公

的 938・私的 1,750、総病床数 71 万 112 床）、賛助会員数は 519 会員、そのほ

か役員の慰留によって退会を撤回した病院 2 件が紹介された。 

 

２．厚生労働省及び各団体からの依頼について 

財団法人日本医療機能評価機構からの「患者安全セミナー」に対する後援

依頼等 6 件について諮られ、承認された。                      

 

３．人間ドック・健診施設機能評価の認定について（奈良副会長） 

 江戸川病院総合健診センター（東京都江戸川区）等 7 件の機能評価認定に

ついて、評価判定報告書に基づき諮られ、承認された。 

 

４．平成１７年度補正予算（案）について（武田副会長） 

平成 17 年度予算の補正について提案され、下記の内容が了承された。補正

予算の計上については、年度途中に新規事業の実施が確定、大幅に予算額と

の相違が生じた場合に各事業の最終実施状況、予算の執行状況を踏まえ、年

度末の理事会、代議員会・総会に諮るとしている。 

平成 17 年度一般会計の収入予算額は、当期収入合計 5 億 4,200 万 4,000

円、補正予算額 6 億 1,352 万 6,000 円で 7,152 万 2,000 円の増額、収入合計

は 7 億 8,533 万 5,000 円に修正した。主な内訳は、▽人間ドックの認定・指

定料、3 年に 1 度の指定更新料と認定料の収入、▽診療情報管理士通信教育

の事業拡大による収支差額分を繰り入れる、▽退職手当積立金の繰入金は、

平成 16 年度に実施し、本年度は退職者がいないため未計上に変更する。続い

て、支出の予算額は、当期支出合計 5 億 4,199 万円、補正予算額 7 億 7,053
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万 6,000 円で 2 億 2,854 万 6,000 円の増額、当期収支差額△1 億 5,701 万円

で次期繰越収支差額は 1,479 万 9,000 円と修正した。主な内訳は、▽委員会・

部会等の資料作成による印刷費、▽日病協事業の開始及び中医協委員関連、

▽外国人看護師の受け入れ事業、▽新年賀詞交歓会及び日病学会等の併設開

催。事業特別会計は、当期収入合計の予算 5 億 6,923 万 9,000 円を補正予算

で 7 億 2,114 万 1,000 円に修正、1 億 5,190 万 2,000 円に増額し、収入合計

は 7 億 3,730 万 3,000 円とした。支出については、当期支出合計補正予算 7

億 3,730 万 3,000 円で 1 億 6,806 万 4,000 円の増額になり、当期収支差額は

△1,616 万 2,000 円と計上。 

 

５．平成１８年度、事業計画（案）ならびに収支予算（案）について 

（山本会長・武田副会長） 

平成 18 年度事業計画（案）について、ほぼ例年通りであり、関連事業の第

56 回日本病院学会（岡山市）、第 47 回日本人間ドック学会学術大会ならびに

第 1 回国際人間ドック会議（宜野湾市）、第 32 回日本診療録管理学会総会な

らびに学術大会（福井市）、国際モダンホスピタルショウ 2006 の開催が紹介

された。また、山本会長から、ＡＨＦの関連で国際モダンホスピタルショウ

と併設したインターナショナルセッションを開催する。日本病院会支部の活

動状況を検討すべく支部長会議を開催する。地方に遠征する役員会等に関し

ては、遠征先の病院協会の方を招待し、地域の医療機関等と交流を深めたい

などの意向を示した。 

平成 18 年度収支予算（案）について、一般会計の当期収入合計は 6 億 5,731

万 1,000 円、前期繰越収支差額 1,479 万 9,000 円で収入合計 6億 7,211 万円。

当期支出合計は 6 億 6,740 万 1,000 円、当期収支差額△1,009 万円で次期繰

越収支差額 470 万 9,000 円。事業特別会計収入合計は 6 億 4,701 万 5,000 円

で当期支出合計も 6 億 4,701 万 5,000 円を計上した。 

上記、協議内容に対して各役員の了承を得たので、同日に開催する代議員

会・総会に諮ることになった。 

 

６．定款施行細則及び就業規則等の変更について 

定款施行細則第 4 条の変更について、2 月 25 日の常任理事会で諮り承認さ

れたので本日の全理事会で協議した結果、各役員の了承を得た。続いて、就

業規則ならびに嘱託者就業・給与規則の変更について内容説明が述べられ、

これも了承された。 
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【定款施行細則変更（案）】 

現行 変更（案） 

（会費） 

第 4 条 

特別会員 会費免除とする 

 

Ａ 人間ドック健診施設の会員 

          50,000 円 

Ｂ 個人の会員   会費免除 

 

【就業規則ならびに嘱託者就業・給与規則の変更】 

・就業規則 第 5 章 休職・解雇・退職者および定年（下線の部分） 

 現行 変更後 

（定年） 

第 23 条 

職員の定年は事務局長 63 歳、一般職員 60 歳とし、定

年に達した日以降における最初の3月 31日をもって退

職となる。ただし、会長が特に認めた場合は、その者

を延長することができる。 

62 歳 

 

・嘱託者就業・給与規則 第 2 章 採用および退職（下線の部分） 

 現行 変更後 

（定年） 

第 7 条 

雇用嘱託者は、満 60 歳に達した日以降における最初の

3 月 31 日をもって定年とする。 
62 歳 

 

〔報告事項〕 

 

１．各委員会、研究研修会の開催報告について 

 

（1）第８回医療経済・税制委員会…2/28（池澤副会長） 

四病協・消費税再調査の集計結果報告について、集計内容に整合性がかけ

ているとされ、集計を見直すことになった。当初、損税の割合が多いとの予

想であったが、損税 6 割、益税 4 割との集計結果となり、損税と益税が同じ

くらいのパーセンテージはおかしいと述べ、日病の分だけでも集計結果を再

度検証する。全体の報告では損税と益税には触れず、税の公平性、平等性な

どについて公表することになった。今回の調査結果を踏まえ、「消費税の加算

補填方式をやめ原則課税にする要望書（案）」が提出された旨の報告があった。 

 

（2）第１回予防医学委員会人間ドック認定医小委員会・第 12 回予防医学委

員会/人間ドック健診施設機能評価合同委員会…3/3・3/9（奈良副会長） 
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人間ドック認定医研修会の日程について報告。第 13 回は平成 18 年 6 月 10

日、第 14 回は平成 18 年 9 月 16 日に決定した。人間ドック・健診施設機能評

価の申請状況は、平成 18 年 3 月 9 日現在で 172 施設、累積認定施設は 98 施

設。訪問調査は 3 月に 3 件、4 月に 4 件、5 月に 2 件が組まれたと報告があっ

た。また、認定施設が 100 施設を超え今後も増えるとの見込みで、調査項目

の見直しを図りたい旨の提案があり、平成 19 年度までに変更、実施できるよ

う準備を進めることになった。 

 

（3）診療情報管理士教育委員会、第４回教育委員会・第４回分類小委員会・

第３回基礎課程小委員会…3/13・3/1・3/2（大井副会長） 

平成 17 年度後期、全国一斉試験を 14 会場で実施し、受験者 4,554 名（基

礎課程 2,240 名、専門課程 2,314 名）で合格者 1,006 名、合格率 44％と報告

が述べられた。通信教育事業について、分類法の講師を診療情報管理士指導

者または当教育委員会が認めた者とした。ＷＨＯ協力事業、諸外国から教科

書について英語版の要望があり、作成する方向で検討。その他、第 69 期生を

対象とした教科書及びリポート問題集の改訂と 67 期生を対象にした試験問

題の作成などを検討した旨が述べられた。 

 

（4）第２回ＩＴシステム委員会…3/17（石井（暎）常任理事） 

患者向けに作成した健康管理手帳「私のカルテ」の携帯電話版について検

討をした。ＩＣカードを使った私のカルテなどの案も出されたが、普遍性を

もたないとされ、携帯電話に照準を絞り普及させていく。これに関してアン

ケート調査を行い、集計結果を基にして具体的に進めることになった。 

 

（5）第６回インターネット委員会…3/17（齋藤（洋）委員長） 

日本病院学会で開催するシンポジウムについて、各シンポジストのテーマ

に沿って指定討論者を当会の会員病院から選出することになった。4 月 1 日

から開院する大阪の森之宮病院を視察。視察後にはテレビ会議のシミュレー

ションとして他県を含む 4 箇所で行い、パソコンを通して良好に会話が行わ

れ、当会の委員会、特に正副会長会議に利用してはどうかとの意見があり、

今後も検討を重ねることになった。 

 

（6）第 12 回医療制度委員会…3/24（邉見委員長） 

委員の交代について、栗山委員から加藤泰一委員（さいたま赤十字病院）

に交代の報告。当面の諸問題として、今回の診療報酬改定で夜間勤務等看護

加算の廃止について、看護師一人当たり 72 時間以上の労働に対し入院基本料
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（一般病棟）が取れないとされ、他病院からの看護職員の引き抜き合戦が予

想される。療養病床の将来像について当会としての意見をまとめる。また、

ＤＰＣを新しく導入する病院のために研修会を開催、7 月 1 日からの新しい

介護報酬改定について、4 月中旬に厚労省より通知が出される見通しなので、

それを基に研修会を開催。両研修会とも 5 月中旬を予定。 

 

２．四病協諸会議の開催報告について 

 

（1）第８回医業経営・税制委員会…3/8（崎原理事） 

消費税再調査の報告について、有効回答 515 病院。消費税の負担率は平成

15 年度で 1.62％、16 年度は 1.59％であった。団体別では当会が 1.71％（回

答病院 209）で最も高い負担率であった。 

 

（2）第 11 回日本医師会・四病院団体協議会懇談会…3/15（山本会長） 

平成 18 年診療報酬改定について、今回の改定で問題とされる項目があるの

ではないかとされ、4 月と 5 月のデータを早急に分析して見直しの要望を含

めた検討をしたい。また、社会保障審議会・医療部会の意見に基づく検討会

設置（案）について、▽医療施設体系のあり方に関する検討会（仮称）、▽広

告規制等検討会（仮称）、▽病院薬剤師の業務及び配置基準のあり方に関する

検討会（仮称）が設けられるとの報告。 

 

（3）第８回治療費未払い問題検討委員会…3/17（崎原理事） 

「診療における患者負担金の未収金に関する調査」の報告書について、対

象病院 5,570 病院のうち、有効回答数 3,272 病院、回収率 58.8％であった。

当会の会員病院、特に公的病院の未収金が目立ち、崎原理事から「公的病院

の未収金」としてレポートをまとめ最終報告書を作成する。6 月 16 日には、

この報告書を踏まえたシンポジウムを開催する予定。 

 

（4）第 13 回総合部会…3/22（山本会長） 

総合部会、8 人委員会のあり方について検討。当初、8 人委員会は緊急に対

応する議題に対し、月に 1 度開催している総合部会へ検討する期間が間に合

わない場合、各団体から 2 名ずつ集めた 8 人委員会に図る。また、前中医協

委員の佐々先生を支援するために発足した。現在、日病協から正式に中医協

委員が 2 名参画しており、8 人委員会は総合部会の議題を整理している状態

で委員会として用途がないとされ、見直しをすることになった。この件に関

して各委員から意見が出されているので議事をとりまとめ、次回総合部会で
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方向性を決めることになった。続いて、緊急動議として、今回改定の療養病

床再編等について緊急提言を行いたい。池澤副会長から「反論するには調査

のシステムを明確化させ実施し、検証することが要求される。問題を全体と

するか絞り込みを図るかが問題となるが、早急に着手すべき」との意見。緊

急提言には、①看護師夜間勤務等 72 時間の問題、②診療報酬改定の問題等を

あげ、看護師の問題については一度決められた改定は変更できないので猶予

期間がほしい、診療報酬の問題はエビデンスをもって提言したい旨の意見が

述べられ、3 月中に四病協、医療保険・診療報酬委員会でとりまとめ各団体

の了承後、実施する方向とした。 

 

３．日病協・第 11 回診療報酬実務者会議について…3/14 

（齊藤（壽）常任理事） 

平成 18 年診療報酬改定項目がまとまり内容について、紹介率について、計

算式に問題があるとの要望をしていたが廃止になった。看護職員配置基準の

新設について、日病協の要望では病棟単位としていたが、病院単位であった

など経過について各委員の意見を伺った。今後、診療報酬実務者会議では、

今回の改定内容を慎重に評価し、平成 20 年の診療報酬改定に向けて検討して

いく旨が述べられた。 

 

４．日病協・第 18 回代表者会議…3/14（山本会長） 

レセプトのオンライン化について、病床数によるグループ分けを行い平成

20 年 4 月から実施されることになった。2 年間の経過措置をもって平成 22

年 4 月から全病院のオンライン化をする予定。続いて、代表者会議の議長に

ついて、豊田議長の任期満了に伴い、竹内正也氏（全国公私病院連盟会長）

が選出され、副議長については議長一任で各委員の了承を得た。 

 

５．人間ドック学会について…3/3（奈良副会長） 

人間ドックの患者のデータをＩＣカードによる管理が示されたが、ＩＴシ

ステム委員会より、携帯電話を実用できないかとの提案について、今後、検

討していくことになった。 

 

６．第２回「医療事故の全国的発生頻度に関する研究」運営検討委員会・第

４回「医療分野におけるＩＣＴの利活用に関する検討会」…3/17・3/23 

（大井副会長） 

医療事故の全国的発生頻度に関する研究の報告について、平成 15 年 10 月

～17 年 7 月の期間、15 病院 4,500 冊の診療録について調査を行った。入院前
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の有害事象発生例が 4.1％、入院中の有害事象発生例が 6.0％と報告。詳細は

4 月中に公表する予定。続いて、医療分野におけるＩＣＴの利活用に関する

検討会では、これまで開催した 3 回の議事内容を踏まえ 4 月上旬に報告書を

提出することになった。 

 

７．第３回病院管理者協議会理事会…3/10（小川常任理事） 

病院の事務長クラスが集まる協議会とされ、現行の「病院管理者協議会」

から名称変更について協議、4 月理事会で継続検討する。また、岡山で開催

する第 56 回日本病院学会で「地域医療システムのコーディネートを目指し

て」のテーマでシンポジウムを開催することにした。 

 

８．日本診療録管理学会・第５回定款規約検討委員会…3/14（村上副会長） 

日本診療録管理学会の会員増加に伴い事業規模の拡大について、当学会の

支部を設置する提案が示され準備を進めることになった。 

 

 

 

定刻となり会議を終了した。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [400 400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


